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教材活用講座

全ての教材で移行措置完全対応！

新学社のワークブックで
授業の振り返りを効果的に！
国語 社会 数学

理科 英語

新・基礎の学習
国語

社会の自主学習社会の自主学習

理科の自主学習 ジョイフルワーク

スパイラル式
パターン演習

数学の基本ノート

●ワークとプリントをセット
　にしたシステム教材！
●持ち運びや管理に便利な
　前期・後期の２分冊方式！

数問ノート
システマ

理科の自主学習

基礎の学習
理科

理科ノート

西郷孝彦校長先生に
お聞きしました！

「すべて」の生徒たちが
３年間楽しく過ごせる学校を

【埼玉県戸田市教育委員会】

【東京都世田谷区立桜丘中学校】

AI時代に求められる
リーディングスキルの

向上を目指して

「すべて」の生徒たちが
３年間楽しく過ごせる学校を

【埼玉県戸田市教育委員会】

【東京都世田谷区立桜丘中学校】

AI時代に求められる
リーディングスキルの

向上を目指して

「すべて」の生徒たちが
３年間楽しく過ごせる学校を

【埼玉県戸田市教育委員会】

【東京都世田谷区立桜丘中学校】

AI時代に求められる
リーディングスキルの

向上を目指して

大好評！

で，

に！

大好評！
プリント作成システム

働き方改革もお助け！

新
刊

考える力が身につく活用問題

思考のレッスン
国語・社会・数学・理科・英語
1・2年　各 8回※
※社会 1年のみ 9回

表面（入門）は , 活用問題の考え方・技能がわかる問題構成！
裏面（練習）は , 表面でつかんだ考え方・技能を使って実戦的な活用問題が解ける！

表：考え方のキホン→裏：実戦的な練習問題で，
活用力が身につく！ 「活用ポイント」で身につく「活用力」が一目瞭然！

▲国語1年第7回 問題(裏面)

▲社会1年第２回 手引き(表面)

【問題 表面】活用問題の考え方の道筋がわかる表面！

【問題 裏面】表面でつかんだことを活かせる裏面！

答え合わせしやすい
手引き！

▲国語1年第7回 問題(表面)

全国学力調査動向

進学教材 編

「新研究」学習と「活用」の問題演習で，入試の変化に対応
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※表紙,紙面デザインは製作中のものですので,変更の可能性があります。

「活用問題」に段階を踏んで取り組むこと
ができるバラプリント教材です！

活用ポイント例

国語

社会

数学

理科

英語

・情報の扱い方を身につけよう
・根拠を明確にして書こう　

・自然環境は農業にどのように
   関係するのか説明しよう

・緊急地震速報のしくみをもと
に，避難方法を考えよう

・必要な情報を読み取る
・話の流れをつかむ

・文字式を使って計算のしくみ
を説明しよう

など

▲社会1年第２回 手引き(表面)

答え合わせしやすい
手引き！

理科

英語

・緊急地震速報のしくみをもと
に，避難方法を考えよう

・必要な情報を読み取る
・話の流れをつかむ

など

【埼玉県戸田市教育委員会】

「すべて」の生徒たちが３年間楽しく過ごせる学校を
【東京都世田谷区立桜丘中学校】

変わる学校　変わる教育
〔 特 集 〕

▲国語1年第7回 問題(表面)

本誌と同一紙面

記述問題には
詳しい採点基準！

特
長

特
長



変わる学校
変わる教育

「すべて」の生徒たちが
3年間楽しく過ごせる

学校を

～東京都世田谷区立桜丘中学校～

❶

実践例

　東京都世田谷区立桜丘中学校では，新しい学習指導要領でも重要視されてい
る，インクルーシブ教育の実現に向けて，大胆な学校改革に取り組んでいます。
　学校内には，特別な支援を必要とする生徒，不登校の生徒，帰国子女・外国
籍の生徒なども含め，多様な個性を持つ生徒がいます。それらすべての生徒を
まとめて扱うのではなく，一人ひとりの個性・違いに向き合い，それぞれの生
徒の将来を視野に，個性・違いを伸ばせる学校環境づくりが目指されています。
　新しい学習指導要領の実施に向けた，学校改革の一例として，ご紹介させて
いただきます。

@Sing 1

新
刊

考える力が身につく活用問題

思考のレッスン
国語・社会・数学・理科・英語
1・2年　各 8回※
※社会 1年のみ 9回

表面（入門）は , 活用問題の考え方・技能がわかる問題構成！
裏面（練習）は , 表面でつかんだ考え方・技能を使って実戦的な活用問題が解ける！

表：考え方のキホン→裏：実戦的な練習問題で，
活用力が身につく！ 「活用ポイント」で身につく「活用力」が一目瞭然！

▲国語1年第7回 問題(裏面)

▲社会1年第２回 手引き(表面)

【問題 表面】活用問題の考え方の道筋がわかる表面！

【問題 裏面】表面でつかんだことを活かせる裏面！

答え合わせしやすい
手引き！

▲国語1年第7回 問題(表面)

全国学力調査動向

進学教材 編

「新研究」学習と「活用」の問題演習で，入試の変化に対応

CONTENTS

新学社の教育情報誌

16vol.

アットシング

AI時代に求められるリーディングスキルの向上を目指して

1

13

〔 連 載 〕

【国語】

【数学】

【英語】

教材活用講座 第6回 

17

14

15

16

7

※表紙,紙面デザインは製作中のものですので,変更の可能性があります。

「活用問題」に段階を踏んで取り組むこと
ができるバラプリント教材です！

活用ポイント例

国語

社会

数学

理科

英語

・情報の扱い方を身につけよう
・根拠を明確にして書こう　

・自然環境は農業にどのように
   関係するのか説明しよう

・緊急地震速報のしくみをもと
に，避難方法を考えよう

・必要な情報を読み取る
・話の流れをつかむ

・文字式を使って計算のしくみ
を説明しよう

など

▲社会1年第２回 手引き(表面)

答え合わせしやすい
手引き！

理科

英語

・緊急地震速報のしくみをもと
に，避難方法を考えよう

・必要な情報を読み取る
・話の流れをつかむ

など

【埼玉県戸田市教育委員会】

「すべて」の生徒たちが３年間楽しく過ごせる学校を
【東京都世田谷区立桜丘中学校】

変わる学校　変わる教育
〔 特 集 〕

▲国語1年第7回 問題(表面)

本誌と同一紙面

記述問題には
詳しい採点基準！

特
長

特
長



　
東
京
都
世
田
谷
区
立
桜
丘
中
学
校（
以
下「
桜
丘
中
」）で
は
、「
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
」の
推
進
を
掲
げ
、
す
べ
て
の
生
徒
に
と
っ

て
楽
し
く
過
ご
せ
る
学
校
環
境
を
つ
く
り
な
が
ら
、
生
徒
個
々
の

個
性
と
才
能
を
伸
ば
す
教
育
実
践
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
新
学
習

指
導
要
領
の
実
施
に
向
け
た
実
践
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
、
桜
丘
中
の

特
色
や
取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て
、
西
郷
孝
彦
校
長
先
生
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
中
心
に
紹
介
し
た
い
。

　
こ
の
地
域
は
、家
庭
の
収
入
を
は
じ
め
と
す
る
家
庭
環
境
か
ら
、

生
徒
の
学
力
ま
で
、
本
当
に
多
様
な
生
徒
が
い
る
。
全
国
模
試
で

全
国
１
位
・
２
位
を
争
う
よ
う
な
生
徒
の
隣
で
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
を
書
く
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
生
徒
が
学
ぶ
よ
う
な
状
況
。
学

力
も
高
く
、
ま
た
経
済
的
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
生
徒
が
、
保
護
者

と
の
関
係
に
問
題
を
抱
え
て
自
傷
を
す
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と

も
あ
る
。
発
達
障
が
い
の
あ
る
生
徒
や
教
室
に
入
れ
な
い
生
徒
、

私
立
の
学
校
を
放
校
さ
れ
た
生
徒
な
ど
、周
辺
地
域
だ
け
で
な
く
、

他
地
域
か
ら
も
、
こ
の
学
校
で
学
び
た
い
と
来
て
く
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
例
え
ば
、
知
的
障
が
い
の
あ
る
生
徒
で
も
、
保
護
者
が
、

知
的
障
が
い
の
た
め
の
専
門
的
な
教
育
環
境
で
は
な
く
、
一
般
の

学
校
で
部
活
な
ど
も
含
め
て
の
集
団
生
活
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と

い
う
考
え
で
あ
れ
ば
、
入
学
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
。
年

度
途
中
で
の
編
入
生
が
多
い
た
め
、
ク
ラ
ス
数
は
14
ク
ラ
ス
で
あ

る
が
、
16
ク
ラ
ス
分
の
生
徒
数
に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
ん
な
多
様
な
生
徒
た
ち
を
見
て
い
る
と
、「
平
均
」を
取
っ

て
考
え
る
こ
と
に
何
の
意
味
も
な
い
と
感
じ
る
。学
力
調
査
で
も
、

平
均
値
を
見
る
よ
り
も
、
学
力
の
向
上
に
課
題
の
あ
る
生
徒
の
状

　
平
成
22
年
度
に
西
郷
孝
彦
校
長
先
生
が
着
任
さ
れ
て
か
ら
、

チ
ャ
イ
ム
を
な
く
す
、
校
則
の
全
廃
、
定
期
テ
ス
ト
の
全
廃
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
学
校
改
革
の
取
り
組
み
を
さ
れ
て
き
た
。
育
っ
て
き

た
環
境
の
違
い
、
能
力
の
違
い
、
興
味
の
違
い
な
ど
、
多
種
多
様

な
個
性
を
持
つ
生
徒
た
ち
を
、
一
つ
の
ル
ー
ル
、
一
つ
の
仕
組
み

で
し
ば
る
の
で
は
な
く
、「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
」

東
京
都
❶
世
田
谷
区
立
桜
丘
中
学
校

〜「
す
べ
て
」の
生
徒
た
ち
が
３
年
間
楽
し
く
過
ご
せ
る
学
校
を
〜

実践例
①・

所
在
地
：
東
京
都
世
田
谷
区
桜
丘
２‒

１‒

39

・
学
校
長
：
西
郷 

孝
彦 

先
生

・
学
級
数
：
14
　

・
生
徒
数
：
５
３
７
名
（
平
成
31
年
度
）

概
　
要

多
様
性

❶
桜
丘
中
学
校
の
概
要

❷
西
郷
校
長
先
生
の
お
話

の
方
針
で
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
え
る
教
育
環
境
を
つ
く

り
出
さ
れ
て
い
る
。

@Sing 2

「
一
人
の
た
め
」が
み
ん
な
の
た
め
に

況
を
把
握
し
て
、
そ
の
生
徒
に
適
し
た
対
策
を
取
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
学
校
全
体
や
ク
ラ
ス
全
体
、
数
学
は
、

国
語
は
…
…
と
い
う
よ
う
な
く
く
り
で
は
な
く
、「
こ
の
生
徒
は

ど
う
か
」を
考
え
、
一
人
ひ
と
り
に
ど
う
向
き
あ
っ
て
い
っ
た
ら

よ
い
か
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
学
力
向
上
に
課
題
の
あ
る
生
徒
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
手
当

て
を
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
か
、
個
々
の
生
徒
た
ち
を
見
な
が
ら
考

え
て
い
く
と
、
発
達
障
が
い
の
生
徒
に
行
き
当
た
る
。
発
達
障
が

い
の
あ
る
生
徒
は
、「
努
力
」が
足
り
な
い
の
で
は
な
い
。
障
が

い
が
あ
る
か
ら
、
ま
た
は
障
が
い
や
適
性
に
あ
っ
た
学
び
の
環
境

が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
結
果
的
に
学
力
の
向
上
に
課
題
が

生
じ
て
し
ま
っ
た
。

　
ど
こ
の
学
校
で
も「
学
校
生
活
支
援
シ
ー
ト
」を
作
成
し
て
い

る
と
思
う
が
、
当
校
で
は
な
る
べ
く
多
く
の
生
徒
を
対
象
に
こ
の

シ
ー
ト
を
作
成
し
、
校
長
以
下
、
全
教
員
で
共
有
し
て
い
る
。
こ

の
シ
ー
ト
こ
そ
が
学
校
の「
宝
」。
気
に
な
る
生
徒
に
つ
い
て
は
、

シ
ー
ト
を
参
照
し
な
が
ら
、
こ
ま
め
に
目
を
か
け
、
声
を
か
け
る
。

（
※
１
）

　「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
」を
目
指
し
て
、
学
習
困
難
な
生
徒
の

た
め
の
工
夫
を
重
ね
て
き
た
ら
、
結
果
的
に
そ
れ
が
す
べ
て
の
生

徒
に
と
っ
て
良
い
こ
と
だ
と
わ
か
っ
て
き
た
。
例
え
ば
、
教
室
前

方
の
掲
示
を
な
く
し
た
の
は
、
発
達
障
が
い
の
生
徒
の
た
め
に
始

め
た
こ
と
だ
が
、
結
果
的
に
ど
の
生
徒
に
と
っ
て
も
集
中
で
き
る

環
境
に
な
っ
た
。
校
則
を
な
く
す
こ
と
も
、
の
び
の
び
し
た
気
持

ち
に
な
れ
て
、
み
ん
な
の
た
め
に
よ
か
っ
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
も
、

も
と
も
と
は
識
字
障
が
い
の
生
徒
の
た
め
に
導
入
し
た
が
、
み
ん

な
で
使
っ
て
み
た
ら
便
利
だ
っ
た
。
そ
う
や
っ
て
、
一
人
ひ
と
り

を
見
つ
め
、
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
よ
い
こ
と
を
考
え
て
い
く
こ

と
で
、
み
ん
な
が
楽
し
く
過
ご
せ
る
学
校
に
近
づ
い
て
い
っ
た
。

学
力
向
上
の
た
め
に

　
こ
の
学
校
に
通
う
生
徒
に
は
、
学
校
は
楽
し
け
れ
ば
よ
い
、
勉

強
は
家
庭
や
塾
で
、
と
い
う
生
徒
も
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
学
校

で
の
勉
強
を
大
切
に
し
て
い
る
生
徒
も
い
る
。

　
生
徒
の
学
力
が
多
様
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
定
型
的
な
宿

題
は
出
さ
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
定
期
テ
ス
ト
も
全
廃

し
た
。
定
期
テ
ス
ト
廃
止
に
つ
い
て
は
、
生
徒
総
会
で「
テ
ス
ト

を
や
め
て
ほ
し
い
」と
い
う
議
案
が
出
て
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
た
こ
と
、
ま
た
、
千
代
田
区
立
麹
町
中
学
校
の
工
藤
勇
一
校
長

先
生
が
先
行
し
て
始
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
桜
丘
中
で
も
着
手
し

た
。（
※
２
）　
以
前
か
ら
考
え
て
い
た
こ
と
で
は
あ
っ
た
が
、
反

対
意
見
も
あ
り
、
な
か
な
か
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、「
前
例
」

が
で
き
た
こ
と
で
実
現
で
き
た
。

　
定
期
テ
ス
ト
の
代
わ
り
と
し
て
、
単
元
ご
と
に
20
分
程
度
の

「
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
テ
ス
ト
」を
行
っ
て
い
る
。
定
期
テ
ス
ト
の
た
め

の
勉
強
は
一
夜
漬
け
に
な
り
が
ち
で
あ
る
し
、
ま
た
、
広
い
範
囲

の
勉
強
が
必
要
に
な
る
の
で
、
全
員
が
し
っ
か
り
テ
ス
ト
勉
強
を

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
単
元
テ
ス
ト
な
ら
範
囲
が
狭
い

の
で
、
生
徒
の
集
中
力
も
持
続
し
、
こ
ま
め
に
テ
ス
ト
前
勉
強
を

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
宿
題
は
な
く
て
も
、
生
徒
は
テ
ス
ト
の
た

め
に
自
主
的
に
勉
強
を
す
る
し
、
宿
題
が
あ
る
と
き
よ
り
も
真
剣

に
学
習
し
て
い
る
。
定
期
テ
ス
ト
で
は
な
か
な
か
点
数
が
取
れ
な

か
っ
た
生
徒
が
、「
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
テ
ス
ト
」な
ら
満
点
を
取
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。「
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
テ
ス
ト
」は
、
同
じ
範
囲
で
再

テ
ス
ト
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
良
い
ほ
う
の
点
数
を

成
績
に
反
映
し
て
い
る
。
最
初
は
、
先
生
の
負
担
が
重
い
の
で
、

再
テ
ス
ト
ま
で
は
や
め
て
お
こ
う
と
考
え
て
い
た
の
だ
が
、
先
生

方
か
ら
や
り
た
い
と
の
声
が
あ
が
っ
た
。

　
導
入
当
初
は
、
テ
ス
ト
の
作
成
と
採
点
で
、
先
生
方
も
疲
れ
て

い
る
感
じ
が
あ
っ
た
が
、
今
は
慣
れ
て
い
る
よ
う
す
。
小
学
校
で

は
も
と
も
と「
単
元
テ
ス
ト
」の
形
な
の
で
、
評
価
を
す
る
う
え

で
は
問
題
は
な
い
。
と
は
い
え
、
一
方
で
入
試
対
策
と
し
て
は
、

※
１
　
桜
丘
中
で
は
、
年
に
２
回
、「
ゆ
う

ゆ
う
タ
イ
ム
」と
い
う
、
生
徒
と
先

生
が
２
人
で
話
を
す
る
時
間
を
設
け

て
い
る
。
生
徒
が
話
し
た
い
先
生
を

指
名
で
き
、
日
頃
思
っ
て
い
る
こ
と

を
話
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
っ
て
い

る
。
逆
に
、
教
員
に
と
っ
て
は
、
明

ら
か
に
指
名
が
少
な
い
と
、
生
徒
に

対
す
る
接
し
方
に
問
題
は
な
か
っ
た

か
と
振
り
返
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て

い
る
。

※
２
　
麹
町
中
学
校
で
は
、
２
０
１
８
年
度

か
ら
定
期
テ
ス
ト
を
廃
止
し
た
が
、

単
元
テ
ス
ト
や
小
テ
ス
ト
、
年
５
回

の
実
力
テ
ス
ト
を
実
施
。
主
体
的
な

学
習
習
慣
が
生
ま
れ
、
自
分
が
わ
か

ら
な
い
と
こ
ろ
が
把
握
で
き
る
、
学

力
が
定
着
す
る
な
ど
の
効
果
が
出
て

い
る
と
い
う
。
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新
刊

考える力が身につく活用問題

思考のレッスン
国語・社会・数学・理科・英語
1・2年　各 8回※
※社会 1年のみ 9回

表面（入門）は , 活用問題の考え方・技能がわかる問題構成！
裏面（練習）は , 表面でつかんだ考え方・技能を使って実戦的な活用問題が解ける！

表：考え方のキホン→裏：実戦的な練習問題で，
活用力が身につく！ 「活用ポイント」で身につく「活用力」が一目瞭然！

▲国語1年第7回 問題(裏面)

▲社会1年第２回 手引き(表面)

【問題 表面】活用問題の考え方の道筋がわかる表面！

【問題 裏面】表面でつかんだことを活かせる裏面！

答え合わせしやすい
手引き！

▲国語1年第7回 問題(表面)

全国学力調査動向

進学教材 編

「新研究」学習と「活用」の問題演習で，入試の変化に対応

CONTENTS

新学社の教育情報誌

16vol.

アットシング

AI時代に求められるリーディングスキルの向上を目指して

1

13

〔 連 載 〕

【国語】

【数学】

【英語】

教材活用講座 第6回 

17

14

15

16

7

※表紙,紙面デザインは製作中のものですので,変更の可能性があります。

「活用問題」に段階を踏んで取り組むこと
ができるバラプリント教材です！

活用ポイント例

国語

社会

数学

理科

英語

・情報の扱い方を身につけよう
・根拠を明確にして書こう　

・自然環境は農業にどのように
   関係するのか説明しよう

・緊急地震速報のしくみをもと
に，避難方法を考えよう

・必要な情報を読み取る
・話の流れをつかむ

・文字式を使って計算のしくみ
を説明しよう

など

▲社会1年第２回 手引き(表面)

答え合わせしやすい
手引き！

理科

英語

・緊急地震速報のしくみをもと
に，避難方法を考えよう

・必要な情報を読み取る
・話の流れをつかむ

など

【埼玉県戸田市教育委員会】

「すべて」の生徒たちが３年間楽しく過ごせる学校を
【東京都世田谷区立桜丘中学校】

変わる学校　変わる教育
〔 特 集 〕

▲国語1年第7回 問題(表面)

本誌と同一紙面

記述問題には
詳しい採点基準！

特
長

特
長



※
３
　
世
界
最
小
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

用
に
開
発
さ
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
。
紙
の

上
に
書
か
れ
た
色
を
識
別
し
て
走
行

す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
赤
は
止
ま

れ
」「
黄
色
は
右
に
曲
が
れ
」な
ど
を

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
す
る
こ
と
で
、
自

在
に
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
。

※
４
　
25
個
の
L
E
D
、
２
個
の
ボ
タ
ン
ス

イ
ッ
チ
の
他
、
加
速
度
セ
ン
サ
ー
と

磁
力
セ
ン
サ
ー
、
無
線
通
信
機
能

が
つ
い
て
い
る
小
さ
な
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
て
操
る

こ
と
が
で
き
る
。

狭
い
範
囲
の「
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
テ
ス
ト
」だ
け
で
は
不
安
に
感
じ

る
保
護
者
も
い
る
の
で
、
業
者
テ
ス
ト（
実
力
テ
ス
ト
）を
す
べ

て
の
学
年
で
学
期
に
１
回
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
テ
ス
ト
の
結
果

を
参
考
に
、
生
徒
は
自
分
自
身
で
学
力
管
理
を
行
う
。
た
だ
し
、

結
果
は
成
績
に
は
入
れ
ず
、
あ
く
ま
で
も
現
在
の
自
分
の
状
況
を

把
握
す
る
た
め
の
も
の
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
る
。

　
英
語
で
は
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ（
英
語
の
四
技
能
検
定
）も
受
け
さ
せ
て

い
る
。
こ
れ
も
成
績
に
入
れ
な
い
こ
と
を
伝
え
て
、
遊
び
感
覚
に

近
い
感
じ
で
気
楽
に
受
け
さ
せ
て
い
る
。
採
点
に
３
か
月
ほ
ど
か

か
る
の
で
、
３
年
生
の
入
試
対
策
と
し
て
は
使
え
な
い
。
１
・
２

年
の
み
で
実
施
し
て
い
る
。

英
語
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
で
き
れ
ば

　
英
語
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
え
で
き
れ
ば
、
将
来
安
泰
だ
と
考

え
て
い
る
。
逆
に
、「
い
い
学
校
に
入
っ
て
、
い
い
会
社
に
行
け

ば
よ
い
」と
い
う
将
来
プ
ラ
ン
で
は
、
こ
れ
か
ら
は
厳
し
い
。
そ

こ
で
、
意
識
的
に
、
英
語
教
育
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
教
え

ら
れ
る
人
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
の
が
悩
み
で
あ
る
。

　
英
語
教
育
と
し
て
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｌ

Ｉ
Ｌ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
実
施
さ
れ
て
い
る
、
移
民
に
英
語
を

教
え
る
指
導
法
で
、
英
語
で
他
教
科
の
授
業
を
行
う
な
ど
、
習
っ

た
英
語
を
使
う
場
面
を
多
く
設
定
す
る
も
の
。
例
え
ば
、
オ
ー
ル

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
で
、
英
語
の
先
生
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
教
え

る
な
ど
の
授
業
を
行
っ
て
い
る
。
生
徒
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
方

法
を
知
っ
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
動
か
し
た
い
一
心
で
、
必
死
で
英
語

を
使
っ
て
先
生
に
質
問
す
る
。
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｗ
Ａ
Ｙ（
英
語
村
）の

活
用
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

　
１
年
生
用
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
材
と
し
て
は
、O

zobot

（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
用
ロ
ボ
ッ
ト
　
※
３
）
を
使
っ
て
い

る
。S

cratch

（
簡
単
な
操
作
で
組
み
立
て
ら
れ
る
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
言
語
）で
も
動
く
が
、
１
年
生
に
つ
い
て
はO

zobot

専

用
の
カ
ラ
ー
コ
ー
ド
シ
ー
ル
を
使
っ
て
動
か
す
よ
う
指
導
す
る
。

S
cratch

を
使
う
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
は
３
年
生
で
実
施

し
て
い
る
。

　m
icro:bit

（
一
つ
２
０
０
０
円
程
度
の
小
型
Ｐ
Ｃ
　
※
４
）を

技
術
の
教
具
と
し
て
一
人
一
台
購
入
。
セ
ン
サ
ー
が
5
つ
付
い
て

い
て
、プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
組
み
込
む
こ
と
で
お
も
ち
ゃ
に
な
る
。

iP
hone

で
も
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
で
き
る
。
授
業
が
つ
ま
ら
な

か
っ
た
ら
、
生
徒
は
持
参
し
たiP

hone
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を

し
て
い
た
り
す
る
。

　
ま
た
、P

epper

が
学
校
に
３
台
あ
り
、
技
術
の
時
間
や
ク
ラ

ブ
活
動
な
ど
で
使
用
し
て
い
る
。

　
桜
丘
中
で
は
、
学
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
も
あ
る
が
、
基
本
的
に
は

©2019 Ozobot & Evollve, Inc. United States Patent 
Nos. 9,486,713 and 9,545,582.

▶2学期の「ミルフィーユ
テスト」のスケジュール
表。週2～3回，始業前
の8時20分から20分間
で実施している。
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認知能力 非認知能力

知的な能力 感情や心の働き
に関する能力

基
礎
的
知
識
、
記
憶
力
、
判
断
力
な
ど
、
I
Q

テ
ス
ト
や
学
力
テ
ス
ト
で
測
定
が
可
能
な
能
力
。

意
欲
、
協
調
性
、
粘
り
強
さ
、
忍
耐
力
、
計
画

性
、
自
制
心
、
創
造
性
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
な
ど
、
測
定
で
き
な
い
個
人
の
特
性
に

よ
る
能
力
。

非
認
知
能
力
の
重
視

　
近
年
は
、
非
認
知
能
力
の
育
成
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
昨
年
度
は
、
東
京
大
学
、
東
京
学
芸
大
学
と
協
力
し
、
保

Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ（B

ring Y
our O

w
n D
evice

）の
方
針
を
取
っ
て
い

る
。
識
字
障
が
い
の
あ
る
生
徒
な
ど
は
紙
に
文
字
を
書
く
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
り
す
る
の
で
、
そ
う
い
う
生
徒
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
わ
せ
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
上
で
問
題
を
提
供
し
、
入
力
し
て
回

答
す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
が
あ
る
と
、
こ
う
い
っ
た
生
徒
に

適
切
に
対
応
で
き
る
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
る
生
徒
に
は
、
授
業
で
使
う
と

き
は
持
っ
て
く
る
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
授
業
で
使
わ
な
い
と
き

も
含
め
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
つ
い
て
は
、
持
ち
込
み
も
使
用

も
禁
止
し
て
い
な
い
。
休
憩
時
間
中
は
ゲ
ー
ム
を
し
て
も
よ
い
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
一
環
と
し
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｇ
Ｏ
の
Ｆ
Ｌ
Ｌ

（FIR
S
T LEG

O
 LEA

G
U
E

　 

９
〜
16
歳
を
対
象
と
し
た
世
界

最
大
規
模
の
国
際
的
な
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
会
）に
も
参
加
し
て
い
る
。

本
部
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
課
題
を
解
決
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
国

内
の
大
会
で
優
秀
な
結
果
を
出
し
た
チ
ー
ム
は
世
界
大
会
に
出
場

で
き
る
。
昨
年
は
世
界
大
会
の
会
場
が
ア
メ
リ
カ
だ
っ
た
が
、
今

年
は
東
京
で
開
催
さ
れ
る
の
で
、
日
本
国
内
で
の
入
賞
者
が
例
年

よ
り
も
多
く
設
定
さ
れ
る
見
込
み
。
参
加
し
て
い
る
生
徒
も
、
世

界
大
会
に
出
ら
れ
る
可
能
性
が
上
が
る
の
で
士
気
が
高
い
。

　
Ｐ
Ｃ
な
ど
の
ス
キ
ル
に
つ
い
て
は
、
生
徒
た
ち
の
方
が
く
わ
し

い
の
で
、
使
い
方
な
ど
は
学
校
で
は
指
導
し
な
い
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
が
得
意
な
生
徒
は
、S

w
ift

（A
pple

社
が
開
発
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
用
言
語
）を
使
っ
て
、iP
hone

の
ア
プ
リ
な
ど
も
つ

く
る
。

　
校
内
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
は
、
世
田
谷
区
の
も
の
も
あ
る
が
、
回
線
が

弱
い
の
で
、地
域
の
方
が
つ
な
い
で
く
れ
た
光
回
線
を
ベ
ー
ス
に
、

校
長
と
教
職
員
で
手
作
り
の
ル
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
活
用
し
て
い

る
。
生
徒
が
ゲ
ー
ム
で
使
う
と
す
ぐ
に
パ
ン
ク
す
る
が
、
通
常
の

授
業
で
使
用
す
る
分
に
は
問
題
な
く
使
え
て
い
る
。

職員室前の廊下には、机、3Dプリンター、パソコン、キーボード、ハンモックなどが設置されていて、生徒が自由に使えるようになっている。

護
者
の
過
干
渉
と
無
関
心
が
生
徒
の
非
認
知
能
力
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
る
か
、ど
の
よ
う
な
相
関
関
係
が
あ
る
か
を
調
べ
た
。

す
る
と
、
結
果
と
し
て
、
母
親
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
父
親

の
影
響
の
ほ
う
が
強
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
父
親
が
過
干
渉
に
な

る
と
、「
自
己
肯
定
感
」が
低
下
し
、「
や
り
ぬ
く
力
」、「
折
れ
な

い
心
」な
ど
が
軒
並
み
弱
く
な
る
。
特
に
男
子
生
徒
に
対
す
る
父

親
の
影
響
は
大
き
い
。

　
今
年
度
は
感
情
の
表
出
と
非
認
知
能
力
と
の
相
関
関
係
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
る
。
感
情
を
表
出
で
き
る
環
境
が
あ
る
か
ど
う
か

が
、
非
認
知
能
力
の
育
成
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
を
調

べ
て
い
る
。

不
登
校
の
生
徒
た
ち
に

　
桜
丘
中
に
も
、
小
学
校
か
ら
不
登
校
を
続
け
て
い
る
生
徒
が
い

る
。
復
帰
率
は
50
％
程
度
。
中
学
校
に
入
学
し
て
、環
境
が
変
わ
っ

て
も
、
す
ぐ
に
は
教
室
に
戻
れ
な
い
生
徒
が
多
い
。
不
登
校
の
生

徒
に
対
し
て
は
、
無
理
に
は
教
室
に
入
れ
な
い
。
職
員
室
前
の
廊

下
に
設
置
し
た
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
も
い
い
し
、
校
長
室
で
も
い

い
し
、
ま
ず
は
、
学
校
に
来
て
、
学
校
で
好
き
な
こ
と
を
す
る
よ

う
に
伝
え
て
い
る
。
不
登
校
の
生
徒
が
教
室
に
入
れ
な
い
理
由
は

千
差
万
別
。人
が
た
く
さ
ん
い
る
環
境
が
苦
手
な
生
徒
も
い
れ
ば
、

机
が
整
然
と
並
ん
で
い
る
の
を
見
る
の
が
苦
手
な
生
徒
も
い
る
。

そ
こ
を
我
慢
さ
せ
て
、
無
理
に
教
室
に
入
れ
る
こ
と
は
し
な
い
。
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保
護
者
と
し
て
は「
教
室
に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
」「
教

室
に
入
れ
て
ほ
し
い
」と
い
う
思
い
が
あ
り
、
保
護
者
が
生
徒
に

教
室
に
入
る
よ
う
促
す
こ
と
が
多
い
が
、生
徒
は
そ
れ
に
対
し
て
、

入
れ
な
い
理
由
を
無
理
に
作
っ
て
で
も
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

例
え
ば
、「
誰
か
に
い
じ
め
ら
れ
た
」と
か
。
い
じ
め
ら
れ
た
と
い

う
事
実
が
な
く
て
も
、「
い
じ
め
ら
れ
た
」と
言
う
こ
と
で
、
教
室

か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
。
逆
に
そ
の
こ
と
で
、
ク
ラ
ス
か
ら
浮
い

て
し
ま
っ
て
、
ま
す
ま
す
教
室
に
入
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　
不
登
校
の
生
徒
は
、
と
に
か
く
、
学
校
に
来
る
こ
と
が
ま
ず
は

第
一
歩
。
廊
下
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
て
も
、

音
楽
を
聴
い
て
い
て
も
叱
ら
な
い
。と
に
か
く
来
る
だ
け
で
い
い
。

自
由
に
過
ご
さ
せ
る
。
パ
ソ
コ
ン
を
し
て
い
る
生
徒
も
い
れ
ば
、

ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
を
し
て
一
人
で
自
習
を
し
て
い
る
生
徒
も
い
る
。

「
学
校
に
行
く
」と
い
う
こ
と
に
慣
れ
て
き
た
よ
う
す
が
見
ら
れ
た

ら
、
教
師
が
少
し
ず
つ
教
室
に
入
る
よ
う
背
中
を
押
す
。
朝
、
登

校
し
て
き
た
ら
、
ク
ラ
ス
の
時
間
割
を
見
せ
て
、「
１
コ
マ
で
も

出
て
み
る
？
」と
誘
う
。
少
し
で
も
教
室
で
時
間
を
過
ご
せ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
ら
、
そ
の
生
徒
の
興
味
や
特
性
に
合
わ
せ
た
専

用
の
時
間
割
を
週
の
始
め
に
作
っ
て
、
そ
の
時
間
割
に
合
わ
せ
て

出
る
よ
う
に
促
す
。

　
今
は
、
不
登
校
の
生
徒
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
職
員
室

前
の
廊
下
と
校
長
室
を
使
っ
て
い
る
が
、
本
来
は
専
用
の
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
と
専
用
の
先
生
が
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
校
長
室

に
入
っ
て
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
生
徒
た
ち
は
校
長
が
見
て
い
る

が
、職
務
多
忙
な
と
き
は
校
長
室
か
ら
出
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
る
。

　
２
０
１
７
年
に「
義
務
教
育
の
段
階
に
お
け
る
普
通
教
育
に
相

当
す
る
教
育
の
機
会
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」（
※
５
）が
成
立
・

施
行
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
に
よ
り
、
不
登
校
の
生
徒
た
ち
が
、
自

宅
や
学
校
以
外
の
場
で
学
ぶ
機
会
や
教
材
の
確
保
が
重
要
視
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

個
性
を
生
か
し
た
才
能
開
発

こ
れ
か
ら
も

　
ま
た
、
才
能
開
発
に
も
力
を
い
れ
て
い
る
。
新
し
い
こ
と
を
や

り
た
い
生
徒
、
挑
戦
し
た
い
生
徒
の
芽
を
つ
ぶ
さ
な
い
。
背
中
を

押
し
て
、
支
援
す
る
。
悪
い
と
こ
ろ
ば
か
り
を
責
め
ら
れ
る
と
、
ど

う
し
て
も
自
己
肯
定
感
は
低
く
な
る
。
い
い
と
こ
ろ
を
伸
ば
す
教

育
を
す
る
こ
と
で
、
生
徒
た
ち
の
個
々
の
才
能
を
開
花
さ
せ
た
い
。

　
桜
丘
中
の
改
革
は
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
、

多
様
な
個
性
の
生
徒
た
ち
と
向
き
合
い
、
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
た
ち

に
と
っ
て
適
切
な
環
境
で
、
い
い
と
こ
ろ
を
伸
ば
し
て
い
け
る
よ
う

な
学
校
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。（
※
６
）

取
材
協
力 

桜
丘
中
学
校
学
校
長 

西
郷 

孝
彦 

先
生

横浜市生まれ。
上智大学理工学部卒。理科と数学
の免許を取得。大田区、品川区、
世田谷区で理科の教員として勤務。
教頭を経た後、2010年より現職。

※
５
　
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。

①
全
て
の
児
童
生
徒
が
豊
か
な
学
校

生
活
を
送
り
、
安
心
し
て
教
育
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
学
校
に
お
け

る
環
境
の
確
保
を
図
る
こ
と
。

②
個
々
の
不
登
校
児
童
生
徒
の
状
況

に
応
じ
た
必
要
な
支
援
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
し
た
り
、
安
心
し
て
教

育
を
十
分
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

学
校
に
お
け
る
環
境
の
整
備
を

図
っ
た
り
す
る
こ
と
。

③
年
齢
又
は
国
籍
そ
の
他
の
置
か
れ

て
い
る
事
情
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ

の
能
力
に
応
じ
た
教
育
を
受
け
る

機
会
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
す
る

と
と
も
に
、
教
育
水
準
の
維
持
向

上
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

※
６
　
在
校
生
の
中
に
は
帰
国
子
女
も
多
い
。

英
語
の
授
業
で
は
、
教
室
で
の
一
斉

授
業
は
受
け
ず
、
図
書
室
で
自
習
を

し
て
よ
い
こ
と
に
し
て
い
る
。
図
書

室
に
は
、
英
語
で
書
か
れ
た
本
も
た

く
さ
ん
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
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変わる学校
変わる教育

AI時代に求められる
リーディングスキルの
向上を目指して

～埼玉県戸田市教育委員会～

❷

実践例

　グローバル化や情報化の急速な進展，特に人口知能の飛躍的な進化により，子
どもたちが直面する未来は，今以上に予測困難な時代になると考えられます。そ
のような時代を生き抜くために必要な能力を育成すること，それこそが新しい学
習指導要領のねらいです。
　埼玉県戸田市教育委員会では，「21世紀型スキル」「汎用的スキル」「非認知スキ
ル」の育成を目指して，独自の小中一貫カリキュラムを開発し，実践を行ってい
ます。そのうち，特に，「リーディングスキル（汎用的な基礎的読解力）」に関する
研究を中心に，実践例を含めた取り組みについて，ご紹介させていただきます。
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グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報
化
が
急
速
に
進
展
し
、
将
来
の
予

測
が
困
難
な
時
代
を
こ
れ
か
ら
の
児
童
・
生
徒
た
ち
は
生
き

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
未
来
社
会
を
生

き
抜
い
て
い
く
た
め
に
は
、
単
な
る
知
識
の
詰
め
込
み
で
は

な
く
、
問
題
解
決
能
力
や
思
考
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
と
い
っ
た「
21
世
紀
型
ス
キ
ル
」「
汎
用
的
ス
キ
ル
」「
非

認
知
ス
キ
ル
」の
育
成
が
必
要
と
な
る
。こ
れ
ら
の
ス
キ
ル
は
、

Ａ
Ｉ
に
は
代
替
で
き
な
い
能
力
で
あ
り
、
ま
た
Ａ
Ｉ
を
活
用

す
る
た
め
に
必
要
な
能
力
で
も
あ
る
。
埼
玉
県
戸
田
市
で
は
、

こ
れ
ら
三
つ
の
ス
キ
ル
を
育
成
す
る
た
め
に「
戸
田
市
Ｐ
Ｅ
Ｅ

Ｒ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」と
い
う
独
自
の
小
中
一
貫
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
開
発
し
、
実
践
を
行
っ
て
い
る
。

　
本
ペ
ー
ジ
で
は
、そ
の
中
で
も「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル（
汎

用
的
な
基
礎
的
読
解
力
）」に
関
す
る
研
究
に
注
目
し
、
実
践

例
を
含
め
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
戸
田
市
教
育
委
員
会 

教

育
政
策
室
の
新
井
宏
和
指
導
主
事
に
お
話
を
お
聞
き
し
た
。

埼
玉
県
戸
田
市
教
育
委
員
会

〜
Ａ
Ｉ
時
代
に
求
め
ら
れ
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
の
向
上
を
目
指
し
て
〜

実践例
②・

東
京
都
に
隣
接
す
る
交
通
至
便
の
街

・
30
歳
代
の
子
育
て
世
帯
が
多
い
活
気
あ
る
街

・
小
学
校
12
校
、
中
学
校
６
校
　

   

児
童
数
…
約
８
2
０
０
人

   

生
徒
数
…
約
３
4
０
０
人

批判的思考力，問題解決力，企画力，コミュニケーションスキル，
プレゼンテーションスキル

各教科で学んだ力を実社会の様々な場面で活用できる能力

粘り強さ，やり抜く力，協調性，自制心

戸
田
市
の
概
要

戸田市PEERカリキュラム
～21世紀型・汎用的・非認知の三つのスキルを育成する小中一貫カリキュラム～

令和2年度から小学校に導入されるプログラミング教育に，GoogleやMicrosoft等の企業と連携して取
り組んでいる。低学年からでも体感的に学べるロボットを活用し，高学年ではScratch（スクラッチ）等
によるプログラミングを通じて，「プログラミング的思考」と呼ばれる論理的に考える力を育むことを目
指している。

Programming（プログラミング教育）

全小中学校にALTが常駐し，日常的な異文化コミュニケーションにも恵まれた状況の中で，小中一貫英
語教育を推進している。また，英語以外の教科等の指導の中で英語を活用する「イマ̶ジョン教育」の研
究も進めている。さらに「小中9年間の英語学習の総まとめ」として英検の資格取得を推進（小6・中3生
への費用全額補助や土曜日の特別対策講座）している。

English（英語教育）

難解な経済学や経営学とは異なり，「社会の仕組み」や「経済の働き」について身近な題材を通して体験
的に学び，よりよい生き方について考える学習。一般社団法人CEEジャパンと連携して，「考える習慣」
を身に付け，「質の高い選択ができる力」を育むことを目指している。

Economic Education（経済教育）

国立情報学研究所の新井紀子教授と連携し，リーディングスキル（汎用的な基礎的読解力）
に関する研究を行っている。リーディングスキルと学力との関係について分析し，それらを
効果的に向上させる指導法の開発などを進めている。

Reading Skills（リーディングスキル）

21世紀型スキル

汎用的スキル

非認知スキル

※PEERとは「仲間」や「見つめる」ことを意味し，小・中学校がそれぞれに教育活動を行うのではなく，小・中学校9年間
の学びと育ちの連続性を重視する観点から，お互いを「仲間」として「見つめ合う」ことが肝要との思いが込められている。
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リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル（
Ｒ
Ｓ
）と
は
、
汎
用
的
な
基
礎

的
読
解
力
で
あ
り
、
教
科
書
や
新
聞
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
契
約

書
な
ど
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
意
味
お
よ
び
意
図
を
、
迅
速
か

つ
正
確
に
読
み
取
る
力
の
こ
と
で
あ
る
。「
21
世
紀
型
ス
キ

ル
」「
汎
用
的
ス
キ
ル
」「
非
認
知
ス
キ
ル
」の
三
つ
の
ス
キ
ル

を
育
成
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
は
、

こ
れ
ら
の
三
つ
の
ス
キ
ル
を
支
え
る
基
礎
的
な
ス
キ
ル
に
な

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
戸
田
市
で
は
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
に
つ
い
て
、「
す
べ

て
の
生
徒
が
中
学
校
卒
業
段
階
で
、
教
科
書
を
正
し
く
読
め

る
よ
う
に
す
る
」と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

教
科
書
の
文
章
を
正
し
く
読
む
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
教

科
で
身
に
付
け
る
べ
き
資
質
・
能
力
を
育
ん
で
い
く
こ
と
は

難
し
い
と
考
え
て
い
る
か
ら
だ
そ
う
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
読
解
力
が
育
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
評
価
に

は
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
テ
ス
ト（
Ｒ
Ｓ
Ｔ
）が
活
用
さ

れ
て
い
る
。

　
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
テ
ス
ト（
Ｒ
Ｓ
Ｔ
）は
、主
に
中
学
・

高
校
の
教
科
書
か
ら
抽
出
し
た
短
い
文
を
読
ん
で
正
確
に
読

み
取
れ
る
か
を
測
る
テ
ス
ト
で
あ
る
。『
Ａ
Ｉ
に
負
け
な
い

子
ど
も
を
育
て
る
』『
Ａ
Ｉ 

v
s
．
教
科
書
が
読
め
な
い
子

ど
も
た
ち
』（
東
洋
経
済
新
報
社
）な
ど
の
著
書
で
も
知
ら
れ

る
国
立
情
報
学
研
究
所
の
新
井
紀
子
教
授
が
研
究
代
表
を
務

め
る
研
究
チ
ー
ム
に
よ
り
考
案
さ
れ
た
も
の
で
、
人
間
の
読

解
プ
ロ
セ
ス
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
６
つ
の
問
題
か
ら
、
そ
れ

ら
の
力
を
測
る
こ
と
が
で
き
る
。

❶
「
係
り
受
け
解
析
（
D
E
P
）」

主
語
・
述
語
や
修
飾
語
・
被
修
飾
語
な
ど
、
文

を
構
成
す
る
要
素
の
関
係
（
＝
係
り
受
け
）
の

理
解
に
つ
い
て
問
う
。

❷
「
照
応
解
決
（
A
N
A
）」

「
そ
れ
」「
こ
れ
」
な
ど
の
指
示
代
名
詞
が
何
を

示
す
か
（
＝
照
応
）
の
理
解
に
つ
い
て
問
う
。

❸
「
同
義
文
判
定
（
P
A
R
A
）」

二
つ
の
文
が
同
じ
意
味
を
表
す
か
ど
う
か
を
判

断
す
る
力
に
つ
い
て
問
う
。

❹
「
推
論
（
I
N
F
）」

文
の
構
造
を
理
解
し
た
上
で
、
体
験
や
常
識
、

そ
の
他
の
様
々
な
知
識
を
動
員
し
て
文
章
の
意

味
を
理
解
す
る
力
を
問
う
。

❺
「
イ
メ
ー
ジ
同
定
（
R
E
P
）」

文
章
と
図
形
や
グ
ラ
フ
を
比
べ
て
内
容
が
一
致

す
る
か
ど
う
か
を
認
識
す
る
力
を
問
う
。

❻
「
具
体
例
同
定
【
辞
書
、
理
数
】（
I
N
S
T
）」

文
章
で
書
か
れ
た
定
義
を
読
ん
で
、
そ
れ
と
合

致
す
る
具
体
例
を
認
識
す
る
能
力
を
問
う
。

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル（
Ｒ
Ｓ
）

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
テ
ス
ト（
Ｒ
Ｓ
Ｔ
）

※リーディングスキルテストの問題例は，「教育のための科学研究所」のHPから引用。次のサイトでも見られます。https://www.s4e.jp/

INF（推論）PARA（同義文判定）

正解：正しい正解：同じである

例 題例 題

以下の文を読みなさい。
以下の文を読みなさい。

〇正しい　　 〇まちがっている　　 〇判断できない〇同じである　　 〇異なる

上記の文に書かれたことが正しいとき，以下の文に書かれたこと
は正しいか。「正しい」，「まちがっている」，これだけからは「判断
できない」のうちから答えなさい。

上記の文が表す内容と以下の文が表す内容は同じか。「同じであ
る」「異なる」のうちから答えなさい。

エベレストは世界で最も高い山である。
義経は平氏を追いつめ，ついに壇ノ浦でほろぼした。

エルブルス山はエベレストより低い。平氏は義経に追いつめられ，ついに壇ノ浦でほろぼされた。
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各
学
校
が
年
１
回
、
９
月
〜
10
月
頃
に
受
検
し
て
い

る
。
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
テ
ス
ト
は
Ｃ
Ｂ
Ｔ
形
式

（C
om
puter B

ased Testing

の
略
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
利
用
し
て
受
検
す
る
テ
ス
ト
）で
実
施
さ
れ
る
が
、

戸
田
市
の
各
学
校
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
が
整
っ
て
お
り
、
各
教

室
に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
教
室
で
実
施
す
る
だ
け
で
な
く
、
普
通
教
室
で
実
施

す
る
学
校
も
あ
る
と
の
こ
と
。
Ｐ
Ｃ
は
、「C

hrom
ebook

（
ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク
）」と
い
うG

oogle

の
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
が

使
用
さ
れ
て
い
る
。
戸
田
市
の
小
中
学
校
に
は
全
部
で
約

３
０
０
０
台
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　
授
業
改
善
や
指
導
力
向
上
に
向
け
て
、
様
々
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
そ
う
だ
が
、
問
題
作
成
を
通
し
た
研
修
の
こ

と
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。

　
最
初
に
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
テ
ス
ト
を
自
ら
受
検
し
、

Ｒ
Ｓ
Ｔ
の
内
容
や
先
述
の
６
つ
の
視
点
を
理
解
し
た
後
に
、

教
科
書
の
文
章
に
基
づ
き
Ｒ
Ｓ
Ｔ
の
テ
ス
ト
問
題
を
作
成
す

る
と
い
う
研
修
で
あ
る
。
問
題
は
教
科
書
の
文
章
を
使
い
、

作
成
す
る
の
で
、
こ
の
研
修
を
通
し
て
、
教
科
書
の
文
章
で

生
徒
が
つ
ま
ず
き
や
す
い
部
分
は
ど
こ
か
を
意
識
す
る
よ
う

に
な
り
、
以
前
は
教
科
書
が
読
め
る
前
提
で
授
業
を
進
め
て

い
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
大
き
な
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
、
各
種
学
力
調
査
の
児
童
生
徒
の
誤
答
を
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
ス
キ
ル
の
視
点
か
ら
分
析
す
る
こ
と
に
も
取
り
組
ま
れ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
教
科
ご
と
の
視
点
で
の
み
、
分
析

を
し
て
い
た
そ
う
だ
が
、
近
年
は
国
語
以
外
の
教
科
に
お
い

て
も
、
文
章
や
問
題
の
設
定
を
し
っ
か
り
読
み
取
っ
て
解
く

問
題
が
増
え
て
き
て
お
り
、
文
章
読
解
が
原
因
で
間
違
っ
た

の
か
、
教
科
の
知
識
技
能
等
が
足
り
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因

な
の
か
、
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
う
い
っ
た
研
修
や
分
析
結
果
を
踏
ま
え
、
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
ス
キ
ル
向
上
を
目
指
し
た
授
業
づ
く
り
研
修
会
や
新
井
紀

子
先
生
考
案
に
よ
る
授
業
実
施
な
ど
、
授
業
改
善
に
向
け
た

様
々
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
。
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル

の
６
つ
の
視
点
か
ら
考
え
た
授
業
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
も
ご
紹

介
い
た
だ
い
た
。

　
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
教
科
書
レ
ベ

ル
の
文
章
が
読
め
な
い
生
徒
が
一
定
数
い
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、「
教
科
書
を
読
み
な
さ
い
」「
教
科

書
の
内
容
を
ま
と
め
な
さ
い
」と
教
師
が
指
示
を
し
て
も
、

正
し
く
指
示
を
把
握
し
て
学
習
を
進
め
ら
れ
な
い
生
徒
が
い

る
こ
と
を
前
提
と
し
、
指
導
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

　
項
目
別
に
見
る
と
、「
イ
メ
ー
ジ
同
定
」と「
具
体
例
同
定
」

に
特
に
課
題
が
見
ら
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
点
数
の
低
か
っ
た

項
目
を
教
師
が
普
段
か
ら
意
識
し
て
指
導
を
行
う
こ
と
が
大

切
で
、
例
え
ば「
イ
メ
ー
ジ
同
定
」に
つ
い
て
は
、
教
科
書

の
内
容
を
指
導
す
る
と
き
に
、
教
科
書
に
は
掲
載
さ
れ
て
い

な
く
て
も
必
要
に
応
じ
て
図
な
ど
も
併
せ
て
提
示
す
る
と

い
っ
た
工
夫
も
必
要
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
テ
ス
ト
の

実
施
方
法
と
結
果
・
課
題

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み

実
施
方
法

結
果
・
課
題

INST（具体例同定）REP（イメージ同定）

正解：8,110,0正解：　　　　

例 題例 題

以下の文を読みなさい。下記の文の内容を表す図として適当なものをすべて選びなさい。

□ 65

□ 8

□ 0

□ 110

□

□ □

□
偶数をすべて選びなさい。

2 で割り切れる数を偶数という。そうでない数を奇数という。四角形の中に黒で塗りつぶされた円がある。
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こ
れ
ら
の
授
業
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
毎
時
間
必
ず
取
り

入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
活
動
で
は
な
く
、
問
題
の
意
図
を

正
し
く
捉
え
ら
れ
る
よ
う
学
習
場
面
に
応
じ
て
取
り
入
れ
た

り
、
児
童
生
徒
の
個
に
応
じ
た
指
導
に
取
り
入
れ
た
り
す
る

な
ど
、
教
師
が
目
的
に
応
じ
、
取
捨
選
択
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
日
々
の
授
業
で
は
、
教
科
書
な
ど
を「
正
確
に
読
む
こ
と
」

を
大
切
に
し
た
い
と
仰
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、

問
題
提
示
や
発
問
の
仕
方
、
板
書
計
画
、
学
習
プ
リ
ン
ト
作

成
な
ど
の
授
業
改
善
を
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
の
視
点
か

ら
実
施
す
る
こ
と
が
大
事
だ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
子
供
た

ち
が
考
え
る
機
会
を
よ
り
多
く
設
定
し
、
正
し
く
読
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
必
要
感
を
大
切
に
し
た
授
業
づ
く
り

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

授業改善のポイント

●「それ」「これ」等、指示代名詞が示す言葉に下線を引きながら読み取らせる。
●主語が書かれていない文章（書かれている文章についても同様）は，教師が意図的にその文章の主語を
問うたり，補うように指示したりする。　
●（意味が分かるようになるまで）繰り返し読むよう指示する。
●文章を音読したり，視写したりする学習活動を取り入れる。

●言葉の定義や意味を正しくおさえた上で，文章を読み取り考えたり，話し合ったりする活動に取り組
めるようにする。（正しい定義や意味が分からないときは，必ず調べるよう指導する。）
●「ならば」「すべて」「いつも」「～のとき」「以外の」「ではなく」「もある」などの言葉の正しい使い方を身
に付けさせる。

●文章を読み取る過程では，読み取ったことを整理したり考えを深めたりするために，図的表現（簡単な
絵などを含む）を用いて考えを進めるようにする。

●意味が分からない言葉（理解が曖昧な場合も）が出てきたら，辞書やインターネットを使って調べる習
慣を身に付けさせる。

●イメージや受け取り方が異なる「言葉」は，具体的な様子を全体で共有しておく。
　（例）「工夫して計算しよう」の「工夫して…」とは？
●新しく学んだ（理解した）言葉を使って文章を書いてみる。
●指定された文章に合う図やグラフを子供たちが選択するような場面を意図的に設ける。

❶「係り受け解析（DEP）」　❷「照応解決（ANA）」

❸「同義文判定（PARA）」　❹「推論（INF）」

❺「イメージ同定（ＲＥＰ）」　❻「具体例同定【辞書，理数】（ＩＮＳＴ）」
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にせの定理を探せ

にせの定理を見つけ，その反例を示し根拠を説明することができる。（見方・考え方）

提示された三つの命題について，にせの定理を見つけ，その反例を示し根拠を説明してい
る。（見方・考え方）

１．問題場面を知り，課題をつかむ。
●定理とは，正しいことが証明されている命題であることをおさえる。
正しい命題→定理／正しくない命題→にせ定理

２．教師が例示する二つの命題を考えることで，本時の学習について，見通しをもつ。
命題　例１「０は偶数である。」　→定理
命題　例２「３の倍数は必ず６の倍数になる。」　→にせの定理
●「正しい」か「正しくない」か挙手させ，正しいと言うためには，証明が必要というこ
とをおさえる。
●「反例」という用語について説明をする。反例とは，定理が成り立たない例を挙げる
ことである。

３．本時で判断する定理（にせの定理を含む）を知り，各自で定理の真偽を考える。
　　（自力解決） →（グループでの解決）

●三つの命題「連続する二つの整数の和は奇数である。」　→定理
　　　　　「素数はすべて奇数である。」　→にせの定理
　　　　　「６の倍数は必ず３の倍数になる。」　→定理

●定理が正しくなければ，その定理をにせの定理と呼ぶこと，本時はその真偽を判断
していくことがねらいであることをおさえる。
命題は正しい（定理である）（説明）／にせの定理である（反例を挙げる）

４．３の結果を発表すると共に，その根拠を説明するために
 「反例」が必要となることをおさえる。

５．本時のまとめをする。
　「にせの定理」を見つけるためには，反例を見つければよく，定理であることを確認
するためには，（定義を振り返り）定義に合っているかどうかを一つ一つチェックしな
がら，正しいということを証明する必要がある。

題 材 名

目 標

展 開 例

評価規準

❷中学２年数学

リーディングスキル向上を目指して実施された授業案資料

　２０１９年の６月に戸田中学校で，新井紀子教授がゲスト講師として，「同義文判定」と「推論」の二つ
のリーディングスキルを伸ばすための授業を，中学３年生を対象に実施された。
　国語の教科書（光村図書）で『月の起源を探る』という教材を学習する際，理科の教科書で太陽系の起
源などの知識を確認しながら，「批判的読解をするとはどのようなことなのかを学ぶ」を目標に設定され
た。まず，『月の起源を探る』の内容を読み取っていくうえで必要な知識を理科の教科書を使って確認し，
その後で『月の起源を探る』に書かれている月の起源についての四つの仮説を，教科書の内容に沿って一
つ一つ検証していく形で授業が進められた。教科ごとの学習だけではなく，教科横断的な形でも進めら
れるという一例である。

❶中学３年国語（教科横断型） 同義文判定 推論 の育成

具体例同定推論 の育成
※本授業案は，新井紀子教授が考案
　（「AIに負けない子どもを育てる」に授業例が掲載されています）
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全国学力
調査動向

　2019年4月18日に実施された全国学力調査で，

初めて，英語の調査が行われました。

　その英語を含め，2019年に実施された調査問

題について，これまでの問題傾向からの変化を中

心にご紹介いたします。また，あわせて国立教育

政策研究所が公表している，結果とおもな課題に

ついてもまとめました。
＊p.14～16の問題は、平成31年度全国学力・学習状況調査より一部抜粋。
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今
年
度
の
調
査
問
題
で
は
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
が
求

め
る
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ら
が
ど

う
い
う
も
の
で
あ
る
の
か
を
、
教
育
委
員
会
や
学
校
に
対
し

て
、
具
体
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
示
す
も
の
と
な
る
よ
う

検
討
さ
れ
、
従
来
の「
主
と
し
て『
知
識
』に
関
す
る
問
題
」

と「
主
と
し
て『
活
用
』に
関
す
る
問
題
」に
区
分
す
る
の
で

は
な
く
、
一
体
的
に
調
査
問
題
が
構
成
さ
れ
た
。

　
半
数
以
上
の
生
徒
が
10
問
中
８
問
以
上
正
解
し
て
い
る

が
、
正
答
率
の
低
か
っ
た
問
題
を
分
析
す
る
と
、
次
の
よ
う

な
課
題
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

● 

文
章
の
構
成
や
展
開
、
表
現
の
仕
方
に
つ
い
て
、
根
拠

を
明
確
に
し
て
自
分
の
考
え
を
も
つ
こ
と
や
、
文
章
の

展
開
に
即
し
て
情
報
を
整
理
し
、内
容
を
捉
え
る
こ
と
。

● 

封
筒
の
書
き
方
を
理
解
し
、
文
字
の
大
き
さ
や
配
列
な

ど
に
注
意
し
て
書
く
こ
と
。

● 

話
し
合
い
の
話
題
や
方
向
を
捉
え
る
こ
と
は
で
き
て
い

る
が
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
自
分
の
考
え
を
も
つ
こ
と
。

● 

自
分
が
伝
え
た
い
こ
と
に
つ
い
て
資
料
の
中
か
ら
根
拠

と
な
る
情
報
を
取
り
出
し
て
正
確
に
書
く
こ
と
は
で
き

て
い
る
が
、
自
分
が
伝
え
た
い
こ
と
の
根
拠
と
し
て
読

み
手
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
書
く
こ
と
。

　
今
年
度
は
4
大
問
構
成
と
な
っ
た
が
、
国
語
の
一
般
的
な

試
験
問
題
で
大
多
数
を
占
め
る
文
学
的
文
章
や
説
明
的
文
章

の
読
解
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

1
日
本
の「
弁
当
」に
関
す
る
記
事
と
、
中
学
生
が
創
作
し

た
短
歌
な
ど
が
掲
載
さ
れ
た
新
聞
が
題
材
。
文
章
の
構
成

や
展
開
、
表
現
の
仕
方
に
つ
い
て
考
え
た
り
、
弁
当
の
魅

力
を
文
章
の
展
開
に
即
し
て
捉
え
た
り
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
た
。
ま
た
、
短
歌
を
読
み
、
情
景
や
心
情
を
想
像
し

な
が
ら
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
書
い
た
り
、
投
稿

の
た
め
に
封
筒
に
名
前
と
住
所
を
正
し
く
書
い
た
り
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

2
文
化
祭
に
向
け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い

る
場
面
設
定
の
問
題
。
話
し
合
い
の
話
題
や
方
向
を
捉
え

た
り
、
話
し
合
い
の
参
加
者
に
わ
か
り
や
す
く
伝
わ
る
表

現
に
つ
い
て
考
え
た
り
す
る
と
と
も
に
、
提
案
さ
れ
た
内

容
で
未
解
決
の
部
分
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
解
決
す
る
具
体

的
な
自
分
の
考
え
を
適
切
に
表
現
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

た
。

3
意
見
文
の
下
書
き
を
書
く
設
定
の
問
題
。
よ
り
わ
か
り
や

す
い
文
章
に
す
る
た
め
に
論
の
展
開
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉

を
書
き
加
え
た
り
、
説
得
力
の
あ
る
意
見
文
に
す
る
た
め

に
集
め
た
資
料
を
も
と
に
し
て
根
拠
を
補
っ
た
り
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
た
。

4
話
し
た
り
書
い
た
り
す
る
際
に
略
語（
語
の
一
部
を
省
い
た

表
現
）を
用
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
場
面
や
状
況
に
応
じ

た
適
切
な
活
用
の
仕
方
を
考
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

特 徴

特 徴

1

2

「
知
識
に
関
す
る
問
題
」と「
活

用
に
関
す
る
問
題
」が
一
体
化

文
章
読
解
に

と
ど
ま
ら
な
い
問
題

結
果
と
課
題

国 語平成31年度全国学力調査 国  語

中国－ 5

第
一
中
学
校
の
生
徒
会
役
員
の
山
下
さ
ん
た
ち
は
、「
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
文
化
祭
に
す
る
た
め
に
」
と
い
う
議
題
で
話
し
合
っ
て
い

ま
す
。
次
は
、【
話
し
合
い
の
一
部
】
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。（
場
面
１
か
ら
場
面
３
は
、
連
続
し
た
場
面
で
す
。）

 【
話
し
合
い
の
一
部
】

 

場
面
１

倉田さん

山下さん

西野さん

　「生徒会が地域で行っていることについての展示」は， 
この二つにします。次は，「展示や発表を見に来てくだ
さる方への配慮」について考えましょう。

〈
議
題
〉

　地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た 

文
化
祭
に
す
る
た
め
に

一 

　生
徒
会
が
地
域
で
行
っ
て
い
る
こ
と 

に
つ
い
て
の
展
示

　・ 

高
齢
者
向
け
の
施
設
で
の
交
流
会
の 

様
子

　・
地
域
の
清
掃
活
動
の
様
子

二 

　展
示
や
発
表
を
見
に
来
て
く
だ
さ
る 

方
へ
の
配
慮

２

中国－ 6

場
面
３

場
面
２

倉田さん

山下さん

西野さん

　そうですね。段差への注意を促す掲示物を作ることにしましょう。
「土足禁止」をどのような表現に直すのかについては，話し合わな
いといけませんね。以前から，私も気になっていました。

　この前，インターネットのニュースを見て，高齢者の中には少しの
段差でも歩きづらいと感じたり，段差に気付かずに驚いたりしている
方がいることを知りました。文化祭には，毎年，高齢者がたくさんい
らっしゃいます。ですから，体育館へ向かう通路などに，「段差に気
を付けてください。」と書いた紙を掲示してはどうでしょうか。

　ネットにそのようなニュースが出て
いるのですね。掲示物で注意を促すの
はよいアイディアだと思います。そう
いえば，校内に「土足禁止」という掲
示物がありますが，展示や発表を見に
来てくださる方に対する言葉の使い方
としては，ふさわしくないと思います。
別の表現にしてはどうでしょうか。

倉田さん

山下さん

西野さん
　賛成です。展示や発表の場所は美術室
や体育館など校内のあちこちにあるので， 
長い距離を移動することに負担を感じる
方がいると思います。具体的な経路の例
は，展示や発表の場所が決まってから検
討しましょう。それでは，今日の話し合
いはここまでですね。

　山下さんも気になっていたのですね。それに，例年，展示や
発表の場所が校内に点在しているので，見て回る経路の例を示
した紙を配るとよいと思います。

　ちょっと待ってください。具体的な経路のことについては倉田
さんの言うとおりだと思いますが，今回出されたことの中で，ま
だ，どうするか決まっていないことがあります。

Ａ

０
問

１
問

２
問

３
問

４
問

５
問

６
問

７
問

８
問

９
問
10
問

国 語

割
合 

％

正答数

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

0.7 1.7
2.7

3.8
5.3

7.2

9.9

13.2

17.1

20.5
17.8
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　国
語
同
様
、
今
年
度
か
ら
、
従
来
の「
主
と
し
て『
知
識
』

に
関
す
る
問
題
」と「
主
と
し
て『
活
用
』に
関
す
る
問
題
」

に
区
分
す
る
の
で
は
な
く
、
一
体
的
に
調
査
問
題
が
構
成
さ

れ
た
。
調
査
問
題
で
は
、
生
徒
自
ら
が
事
象
を
数
理
的
に
捉

え
、
数
学
の
問
題
を
見
い
だ
し
て
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　中
央
値
は
10
問
。
簡
単
な
連
立
二
元
一
次
方
程
式
を
解
く

こ
と
に
つ
い
て
の
改
善
の
傾
向
や
、
三
角
形
の
合
同
条
件
の

理
解
が
見
ら
れ
た
一
方
、
次
の
よ
う
な
課
題
が
見
え
た
。

● 

結
論
が
成
り
立
つ
た
め
の
前
提
を
考
え
、
新
た
な
事
柄

を
見
い
だ
し
、
説
明
す
る
こ
と
。

● 

事
象
を
数
学
的
に
解
釈
し
、
問
題
解
決
の
方
法
を
数
学

的
に
説
明
す
る
こ
と
。

● 

問
題
解
決
を
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
代
表
値
を
用

い
る
べ
き
か
を
判
断
す
る
こ
と
。

　
今
年
度
は
9
大
問
構
成
で
、
１
〜
５
が
単
一
の
設
問
、
６
〜

９
が
複
数
の
設
問
か
ら
な
る
問
題
で
あ
っ
た
。
数
学
の
問
題

発
見
・
解
決
に
お
け
る
局
面
を「
事
象
に
お
け
る
問
題
を
数
学

的
に
捉
え
る
こ
と
」「
問
題
解
決
に
向
け
て
、
構
想
・
見
通
し
を

立
て
る
こ
と
で
焦
点
化
し
た
数
学
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
」

「
問
題
解
決
の
過
程
や
結
果
を
振
り
返
っ
て
考
察
す
る
こ
と
」

の
三
つ
の
局
面
で
と
ら
え
て
出
題
さ
れ
た
。

1
正
の
数
・
負
の
数

2
連
立
二
元
一
次
方
程
式

3
平
面
図
形

4
比
例
・
反
比
例

5
確
率

6
事
象
の
数
学
的
な
解
釈
と
問
題
解
決
の
方
法
…
三
種
類
の

冷
蔵
庫
の
容
量
、
本
体
価
格
、
一
年
間
当
た
り
の
電
気
代

を
も
と
に
、
何
年
か
使
用
し
た
と
き
の
総
費
用
を
、
連
立

方
程
式
や
一
次
関
数
を
使
っ
て
比
較
す
る
。

7
証
明
す
る
こ
と
や
反
例
を
あ
げ
る
こ
と
を
通
し
て
、
統
合

的
・
発
展
的
に
考
察
す
る
こ
と
…
正
方
形
の
場
合
と
平
行

四
辺
形
の
場
合
で
、
あ
る
予
想
が
成
立
す
る
か
を
、
三
角

形
の
合
同
条
件
や
反
例
を
用
い
て
考
察
す
る
。

8
分
布
の
傾
向
を
読
み
取
り
、
批
判
的
に
考
察
し
判
断
す
る

こ
と
…
図
書
委
員
会
が
実
施
し
た
読
書
時
間
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
を
読
み
取
り
、
批

判
的
に
考
察
す
る
。

9
説
明
を
振
り
返
り
、
統
合
的
・
発
展
的
に
考
察
す
る
こ
と

…
連
続
す
る
奇
数
の
和
に
つ
い
て
の
予
想
を
、
式
変
形
を

用
い
て
検
証
す
る
。

特 徴

特 徴

1

2

「
知
識
に
関
す
る
問
題
」と「
活

用
に
関
す
る
問
題
」が
一
体
化

数
学
の
問
題
発
見
・
解
決
に
お

け
る
三
つ
の
局
面
で
問
題
構
成

結
果
と
課
題

数 学平成31年度全国学力調査 数  学

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0
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12.0

０
問
１
問
２
問
３
問
４
問
５
問
６
問
７
問
８
問
９
問
10
問
11
問
12
問
13
問
14
問
15
問
16
問

0.8
2.0

3.4
4.2
4.8
5.3 5.6

5.9 6.2
6.7
7.3
8.2
9.1
9.7 9.5

7.7

3.6

数 学

正答数

割
合 

％

中数－16

（２）二人は，実施したアンケートをもとに，１日あたりの読書時間に
ついて，次のような表とヒストグラムにまとめました。桃子さんが
作ったヒストグラムでは，例えば，１日あたりの読書時間が３０分
以上４０分未満だった生徒が２０人いたことを表しています。

航平さんが作った表

平均値 最大値 最小値

１日あたりの読書時間（分） ２６.０ １２０ ０

桃子さんが作ったヒストグラム
（人）

１２０

１００

８０

６０

４０

２０

０
０ １０ ２０ ３０ ４０ ５０ ６０ ７０ ８０ ９０１００１１０１２０１３０（分）

二人は，上の航平さんが作った表と桃子さんが作ったヒストグラ
ムについて話し合っています。

航平さん「１日あたりの読書時間の平均値が２６.０分だから，
１日に２６分ぐらい読書をしている生徒が多いと
いえそうだね。」

桃子さん「でも，ヒストグラムを見ると２６分ぐらいの生徒
が多いとはいえないのではないかな。」

桃子さんが作ったヒストグラムを見ると，航平さんのように  
「１日あたりの読書時間の平均値が２６.０分だから，１日に２６分ぐ
らい読書をしている生徒が多いといえそうだ」という考えは適切で
ないことがわかります。その理由を，桃子さんが作ったヒストグラ
ムの特徴をもとに説明しなさい。

中数－17

（３）二人は，月曜日から金曜日までの平日と，土曜日と日曜日の休日
では，１日あたりの読書時間に違いがあるのではないかと考えまし
た。そこで，全校生徒を対象に，平日１日あたりの読書時間と休日
１日あたりの読書時間を調べるアンケートを改めて実施し，２７０人 
の生徒が回答しました。そして，集計した結果をまとめ，次のよう
な図書だよりの下書きを作成しています。

図書だよりの下書き

図書だより 年　月　日
第一中学校図書委員会

◎全校生徒の読書時間の状況についてわかったこと

平日１日あたりの読書時間
（人）

１２０

１４０

１００

８０

６０

４０

２０

０
０ １０ ２０ ３０ ４０ ５０ ６０ ７０ ８０ ９０１００１１０１２０１３０（分）

平均値　２７.０分
中央値　２２.５分
最頻値　１５分
最大値　１２０分
最小値　０分

休日１日あたりの読書時間
（人）

１２０

１４０

１００

８０

６０

４０

２０

０
０ １０ ２０ ３０ ４０ ５０ ６０ ７０ ８０ ９０１００１１０１２０１３０（分）

平均値　１７.０分
中央値　０分
最頻値　０分
最大値　１２５分
最小値　０分

○ 平日は，２７０人の半数以上の生徒の読書時間が２０分以上です。
○ 休日は，２７０人の半数以上の生徒の読書時間が０分です。
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平
成
30
年
度
の
5
月
に
実
施
さ
れ
た
予
備
調
査
を
踏
ま
え

て
、
今
年
度
が
初
め
て
の
悉
皆
調
査
と
な
っ
た
。
国
語
や
数

学
と
同
様
に「
知
識
」「
活
用
」の
区
分
は
な
く
一
体
的
な
構

成
で
出
題
さ
れ
、「
読
む
」「
聞
く
」「
話
す
」「
書
く
」の
4
技

能
す
べ
て
を
測
る
テ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
今
後
は
理
科
と
同
様

に
、
3
年
に
1
回
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

● 

聞
く
こ
と
、
読
む
こ
と
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
把
握
し

た
内
容
に
つ
い
て
適
切
に
応
じ
る（
書
く
な
ど
）こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

● 

言
語
材
料
を
正
し
く
用
い
て
、
伝
え
た
い
内
容
を
正
確

に
書
く
た
め
に
は
、
日
々
の
授
業
で
文
法
指
導
と
言
語

活
動
を
一
体
的
に
行
い
、
生
き
て
働
く
知
識
と
し
て
言

語
材
料
の
定
着
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

● 

話
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
自
分
の
意
見
を
話
す
問
題
の

無
答
率
が
低
く
、
伝
え
よ
う
と
す
る
意
欲
が
見
ら
れ
、

小
学
校
か
ら
始
ま
る
言
語
活
動
の
積
み
重
ね
の
成
果
が

表
れ
て
い
る
。

　「
聞
く
こ
と
・
読
む
こ
と
・
書
く
こ
と
」の
問
題
は
10
大
問

構
成
で
、1
〜
4
が「
聞
く
こ
と
」、5
〜
8
が「
読
む
こ
と
」、

9
〜
10
が「
書
く
こ
と
」の
問
題
で
あ
っ
た
。
ま
た「
話
す
こ

と
」の
問
題
は
、
1
〜
3
の
3
大
問
構
成
で
出
題
さ
れ
た
。

1（
聞
く
）情
報
を
正
確
に
聞
き
取
る

2（
聞
く
）話
の
概
要
を
聞
き
取
る

3（
聞
く
）聞
き
手
と
し
て
必
要
な
情
報
を
聞
き
取
る

4（
聞
く
）聞
い
た
内
容
に
つ
い
て
適
切
に
応
じ
る

5（
読
む
）情
報
を
正
確
に
読
み
取
る

6（
読
む
）話
の
あ
ら
す
じ
を
読
み
取
る

…
発
表
活
動
の
た
め
に
ま
と
め
ら
れ
た
1
0
0
円

シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
の
文
章
を
読
ん
で
、
話
の

流
れ
を
示
す
ス
ラ
イ
ド
と
し
て
最
も
適
切
な
も

の
を
選
択
す
る
。

7（
読
む
）説
明
文
の
大
切
な
部
分
を
読
み
取
る

8（
読
む
）読
ん
だ
内
容
に
つ
い
て
適
切
に
応
じ
る

9（
書
く
）語
や
文
法
事
項
等
を
理
解
し
て
正
し
く
文
を
書
く

10（
書
く
）ま
と
ま
り
の
あ
る
文
章
を
書
く

…
学
校
を
表
す
2
つ
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
の
案
を
比

較
し
て
、
ど
ち
ら
が
よ
い
か
理
由
と
と
も
に
意

見
を
書
く
。

1
基
本
的
な
表
現
を
理
解
し
て
正
し
く
応
答
す
る

2
即
興
で
や
り
取
り
を
す
る

3
ま
と
ま
り
の
あ
る
内
容
を
話
す

特 徴

特 徴

1

2

英
語
は
初
め
て
の
実
施

4
技
能
調
査
で
、

技
能
別
の
問
題
構
成

結
果
と
課
題

平成31年度全国学力調査

中英－14

１
100-yen Shops

（１）The number of shops

（２）History

（３）Popular items

２
100-yen Shops

（１）Popular items

（２）Hyakkin in the world

（３）The number of shops

３
100-yen Shops

（１）The number of shops

（２）Hyakkin in the world

（３）History

４
100-yen Shops

（１）Popular items

（２）History

（３）Hyakkin in the world

中英－13

英語の授業で，身近なものを調べて発表することになりました。次の英文
は，ある生徒が，100 円ショップについて調べてまとめたものです。これを
読んで，発表の始めに話の流れを示すスライドとして最も適切なものを，右
の１から４までの中から１つ選びなさい。

We have many 100-yen shops （hyakkin） in our city.  We can buy many  
kinds of things for 108 yen now.  One of the biggest sellers is stationery.  
Many people buy kitchen items and cleaning items, too.  We can also get 
food, toys, and even clothes.

There were some shops like hyakkin long before the first hyakkin shop 
opened.  In the 1930s, Japan had “10-sen shops.”  Everything in these shops 
was 10 sen.  They were very popular.  Their number went down during 
World War II.  In the 1960s, some supermarkets or department stores had 
100-yen corners or 100-yen events.  In 1985, the first hyakkin opened in 
Aichi.  In the 1990s, a lot of hyakkin opened in Japan.  Today there are about 
8,000 shops.

There are shops like hyakkin in many countries.  For example, in the 
U.S., they have one-dollar shops.  I was surprised that some of these shops 
sell medicine.  We cannot buy medicine at hyakkin in Japan.  The U.K. has 
one-pound shops.  In the U.K., DIY is popular, so there are many items for 
DIY at one-pound shops.  Many other countries also have shops like  
hyakkin.

the biggest seller：最も売れているもの　　stationery：文房具
item：商品　　1930s：1930 年代（1960s，1990sも同様）
sen：銭（日本の古い通貨単位）　　World War II：第二次世界大戦
department store：デパート　　corner：コーナー
pound：ポンド（イギリスの通貨単位）
DIY：日曜大工（趣味で行う簡単な大工仕事）

６

（注）

英 語英 語

中英－14

１
100-yen Shops

（１）The number of shops

（２）History

（３）Popular items

２
100-yen Shops

（１）Popular items

（２）Hyakkin in the world

（３）The number of shops

３
100-yen Shops

（１）The number of shops

（２）Hyakkin in the world

（３）History

４
100-yen Shops

（１）Popular items

（２）History

（３）Hyakkin in the world

「
聞
く
こ
と
・
読
む
こ
と
・
書
く
こ
と
」

「
話
す
こ
と
」

話すこと 聞くこと・読むこと・書くこと

平均正答率（％） 平均正答率（％）

技
能 話すこと 30.8 技

能

聞くこと 68.3

読むこと 56.2

書くこと 46.4

評
価
観
点

関心・意欲・態度

評
価
観
点

関心・意欲・態度

表現 28.1 表現 1.9

理解 理解 45.3

知識・理解 32.6 知識・理解 65.2
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連載企画

教材活用
講座

第6回

「新研究」学習と「活用」の
問題演習で，入試の変化に対応

　この連載では，全国各地の中学校でお聞きした，補助教材を活用
しながら，生徒のみなさんの学力向上に向けて工夫されている取り
組みをご紹介していきます。

　第6回目となる今回は，全国学力調査で出題されているような，
いわゆる「活用」の問題が入試問題に取り入れられている大分県で，
「活用」の力を身に付けるために行われている指導方法や取り組み
についてご紹介いたします。
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活
用
の
前
段
階
と
し
て
、
個
々
の
生
徒

の
苦
手
と
す
る
教
科
の
基
礎
力
強
化
に

向
け
て
、「
新
研
究
」
Ａ
問
題
を
し
っ

か
り
解
く
よ
う
指
示
し
て
い
ま
す
。
Ａ

問
題
は
す
ご
く
よ
く
で
き
て
い
て
、
低

位
の
子
に
と
っ
て
最
低
限
必
要
な
基
礎

の
基
礎
が
出
題
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ

こ
だ
け
で
も
繰
り
返
し
取
り
組
ま
せ
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

「
新
研
究
」
学
習
は
曜
日
固
定
で
、
朝

学
習
の
「
サ
ポ
ー
ト
」
は
、
朝
会
の
な

い
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
毎
月
予
定

表
を
配
布
し
て
、
そ
れ
に
従
っ
て
学
習

さ
せ
る
の
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
「
サ

ポ
ー
ト
」
が
遅
れ
が
ち
に
な
る
の
で
、

「
新
研
究
」
は
特
集
な
ど
も
予
定
に
組

み
込
ん
で
、
な
る
べ
く
「
新
研
究
」
と

「
サ
ポ
ー
ト
」
の
単
元
が
大
き
く 

ず
れ

な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

「
毎
日
ノ
ー
ト
」
と
い
う
自
主
勉
強
用

の
ノ
ー
ト
学
習
を
さ
せ
て
い
ま
す
。
半

分
は
そ
の
日
に
予
定
さ
れ
た
「
新
研
究
」

学
習
を
さ
せ
て
、
残
り
半
分
は
各
自
で

決
め
た
自
主
勉
強
を
さ
せ
ま
す
。
週
末

は
、
課
題
を
２
教
科
分
ず
つ
出
し
て
い

ま
す
。
週
末
課
題
は
、
授
業
で
や
っ
た

と
こ
ろ
か
ら
出
し
ま
す
。

入
試
対
策
の
土
台
作
り
は

朝
学
習
と
宿
題
で

２
年
生
の
３
学
期
か
ら
の
進
学
教
材
学
習

　
大
分
県
で
は
、
数
年
前
か
ら
、
県
立
高
校
の
入
試
問
題
で
、

い
わ
ゆ
る
「
活
用
」
の
力
を
問
う
問
題
が
出
題
さ
れ
て
い
る
。

県
内
の
先
生
方
が
、
そ
う
い
っ
た
入
試
の
傾
向
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
ら
れ
て
い
る
の
か
、
大
分
市
内
の
い

く
つ
か
の
中
学
校
で
、
お
話
を
お
聞
き
し
た
。

　
取
材
先
の
す
べ
て
の
学
校
で
共
通
し
て
聞
か
れ
た
の
が
、

「
活
用
す
る
に
は
、
基
礎
が
し
っ
か
り
定
着
し
て
い
な
い
と

い
け
な
い
」と
い
う
こ
と
。
大
分
市
内
で
は
、
入
試
の
た
め

の
基
礎
作
り
と
し
て
、「
新
研
究
」と
、
シ
ー
ト
教
材
で
あ

る「
サ
ポ
ー
ト
」（
ま
た
は「
中
学
セ
ミ
ナ
ー
」）が
採
用
さ
れ

て
い
る
。

　
大
分
市
内
で
は
、
２
年
生
３
学
期
か
ら
の「
新
研
究
」学

習
に
つ
い
て
は
、
３
年
生
の
夏
休
み
ま
で
に
１
・
２
年
範
囲

を
２
回
以
上
繰
り
返
し
学
習
さ
せ
る
学
校
が
多
い
。そ
し
て
、

３
年
生
の
12
月
ご
ろ
ま
で
に
、
授
業
・「
新
研
究
」と
も
に
単

元
学
習
を
終
え
て
、
授
業
時
間
を
使
っ
て「
ベ
ス
ト
」シ
リ
ー

家庭で「新研究」学習

３
年
生
３
学
期
は
仕
上
げ
教
材
で

「
活
用
」
の
力
を
つ
け
る

３
年

ご
担
当
先
生

３
年
進
路

ご
担
当
先
生

ズ
な
ど
の
仕
上
げ
教
材
や
公
立
入
試
の
過
去
問
題
な
ど
を

使
っ
た
実
戦
問
題
演
習
を
行
っ
て
い
る
。
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「
新
研
究
」
も
「
サ
ポ
ー
ト
」
も
毎
回

回
収
し
て
い
ま
す
。「
新
研
究
」は
担
任
、

「
サ
ポ
ー
ト
」
は
副
担
任
が
チ
ェ
ッ
ク

し
て
返
し
て
い
ま
す
。「
新
研
究
」
に

つ
い
て
は
、
気
付
い
た
こ
と
を
本
誌
に

書
き
込
む
よ
う
に
指
示
し
て
お
り
、
そ

れ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
必
要
に
応
じ
て

指
導
し
て
い
ま
す
。

進
学
教
材
の
学
習
状
況
は
成
績
に
は
入

れ
ま
せ
ん
が
、
ま
じ
め
に
取
り
組
ん
で

い
る
生
徒
は
テ
ス
ト
の
結
果
も
よ
く
な

る
の
で
、
自
然
と
反
映
さ
れ
て
い
る
形

に
な
り
ま
す
。

今
年
度
は
、「
活
用
問
題
」
へ
の
意
識

付
け
と
、
進
学
教
材
学
習
へ
の
ス
イ
ッ

チ
を
入
れ
る
た
め
、
２
年
生
の
学
年
末

で
「
活
用
力
練
成
問
題
（
活
用
の
問
題

を
含
む
実
力
テ
ス
ト
）」
を
実
施
し
ま

し
た
。
生
徒
が
自
分
の
学
力
に
対
し
て

危
機
感
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
り
、
入

試
に
向
け
た
学
習
の
意
欲
付
け
に
つ
な

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

生
徒
が
仕
上
げ
教
材
に
取
り
組
ん
で
い

る
間
、
机
間
指
導
を
行
い
ま
す
。
机
間

指
導
の
と
き
に
質
問
が
多
か
っ
た
内
容

や
、
間
違
い
や
す
い
内
容
に
つ
い
て
、

授
業
時
間
の
最
後
の
５
分
程
度
を
使
っ

て
全
体
解
説
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
大
分
市
内
で
は
、
多
く
の
学
校
で
、
3
年
生
に
な
る
と
年

間
7
回
程
度
の
実
力
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
る
。
テ
ス
ト
の
実
施

後
、
テ
ス
ト
返
却
の
際
に
、
テ
ス
ト
で
正
解
で
き
な
か
っ
た

問
題
に
つ
い
て
、「
新
研
究
」の
ど
の
ペ
ー
ジ
の
ど
の
部
分

を
振
り
返
れ
ば
よ
い
か
、
先
生
か
ら
生
徒
に
具
体
的
に
伝
え

る
こ
と
で
、
生
徒
の
振
り
返
り
学
習
を
促
し
て
い
る
。

「新研究」と「サポート（または「中学セミナー」）」を使った学習

朝学習の時間に
シート学習

担任の先生に「新研究」とシートを提出
⇒先生が検印後に返却

実
力
テ
ス
ト
で
学
力
の
診
断
と
振
り
返
り

３
年

ご
担
当
先
生

３
年

ご
担
当
先
生

３
年

ご
担
当
先
生

ズ
な
ど
の
仕
上
げ
教
材
や
公
立
入
試
の
過
去
問
題
な
ど
を

使
っ
た
実
戦
問
題
演
習
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
と
き
に
、「
活
用
」を
問
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
大
分

県
の
過
去
の
入
試
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
他
県
の
入
試
な
ど

も
含
め
て
、意
識
的
に
数
多
く
解
か
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
、

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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新
刊

考える力が身につく活用問題

思考のレッスン
国語・社会・数学・理科・英語
1・2年　各 8回※
※社会 1年のみ 9回

表面（入門）は , 活用問題の考え方・技能がわかる問題構成！
裏面（練習）は , 表面でつかんだ考え方・技能を使って実戦的な活用問題が解ける！

表：考え方のキホン→裏：実戦的な練習問題で，
活用力が身につく！ 「活用ポイント」で身につく「活用力」が一目瞭然！

▲国語1年第7回 問題(裏面)

▲社会1年第２回 手引き(表面)

【問題 表面】活用問題の考え方の道筋がわかる表面！

【問題 裏面】表面でつかんだことを活かせる裏面！

答え合わせしやすい
手引き！

▲国語1年第7回 問題(表面)

全国学力調査動向

進学教材 編

「新研究」学習と「活用」の問題演習で，入試の変化に対応

CONTENTS

新学社の教育情報誌

16vol.

アットシング

AI時代に求められるリーディングスキルの向上を目指して

1

13

〔 連 載 〕

【国語】

【数学】

【英語】

教材活用講座 第6回 

17

14

15

16

7

※表紙,紙面デザインは製作中のものですので,変更の可能性があります。

「活用問題」に段階を踏んで取り組むこと
ができるバラプリント教材です！

活用ポイント例

国語

社会

数学

理科

英語

・情報の扱い方を身につけよう
・根拠を明確にして書こう　

・自然環境は農業にどのように
   関係するのか説明しよう

・緊急地震速報のしくみをもと
に，避難方法を考えよう

・必要な情報を読み取る
・話の流れをつかむ

・文字式を使って計算のしくみ
を説明しよう

など

▲社会1年第２回 手引き(表面)

答え合わせしやすい
手引き！

理科

英語

・緊急地震速報のしくみをもと
に，避難方法を考えよう

・必要な情報を読み取る
・話の流れをつかむ

など

【埼玉県戸田市教育委員会】

「すべて」の生徒たちが３年間楽しく過ごせる学校を
【東京都世田谷区立桜丘中学校】

変わる学校　変わる教育
〔 特 集 〕

▲国語1年第7回 問題(表面)

本誌と同一紙面

記述問題には
詳しい採点基準！

特
長

特
長



朝
自
習
の
時
間
に
、
１
・
２
年
は
、
活

用
問
題
を
含
ん
だ
先
生
自
作
の
プ
リ
ン

ト
学
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
実
施
時

間
は
25
分
程
度
で
、
国
語
で
は
、
図
や

表
の
読
み
取
り
な
ど
を
入
れ
て
い
ま
す
。

２
年
生
３
学
期
か
ら
は
進
学
用
の
シ
ー

ト
教
材
に
移
行
さ
せ
ま
す
。

活
用
力
育
成
と
し
て
、
全
学
年
で
定
期

テ
ス
ト
に
２
割
の
活
用
問
題
を
入
れ
て

い
ま
す
。
出
題
し
た
活
用
問
題
は
冊
子

に
ま
と
め
て
、
次
年
度
の
先
生
に
引
き

継
ぎ
、
学
校
内
で
の
取
り
組
み
の
継
続

に
努
め
て
い
ま
す
。

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
育
成
の
た

め
、
全
教
科
の
授
業
で
学
び
合
い
の
活

動
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
学
び
合
い

の
テ
ー
マ
設
定
に
つ
い
て
は
、
特
に
１

年
生
で
は
、「
地
球
環
境
」
な
ど
の
よ

う
な
、
生
徒
の
実
社
会
か
ら
遠
い
世
界

の
話
題
よ
り
も
、「
学
校
生
活
の
中
の

課
題
」
と
い
っ
た
日
常
生
活
の
中
に
あ

る
身
近
な
話
題
を
テ
ー
マ
に
す
る
ほ
う

が
、
生
徒
の
意
欲
を
高
め
や
す
い
と
感

じ
ま
す
。
大
分
県
に
関
連
付
け
た
話
題

な
ど
も
有
効
か
と
思
い
ま
す
。

国
語
で
は
近
年
、
新
聞
記
事
（
実
際
の

新
聞
や
架
空
の
校
内
新
聞
の
記
事
な

ど
）
を
使
っ
た
問
題
が
入
試
に
よ
く
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
授
業
の
中
で
、
同
様

の
資
料
を
提
示
し
て
、
読
み
取
る
練
習

を
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

グ
ラ
フ
な
ど
の
統
計
資
料
を
用
意
し
て

読
み
取
ら
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
新
研
究
」
の
同
一
問
題
を
テ
ス
ト
に
出

題
し
て
い
ま
す
。
後
ろ
の
ほ
う
に
あ
る

活
用
問
題
を
テ
ス
ト
に
出
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

活
用
に
至
る
ま
で
の
基
礎
力
の
育
成
と

し
て
、
３
年
生
１
学
期
か
ら
授
業
中
の

５
分
間
の
帯
学
習
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
１
０
０
問
英
単
語
や
基
本
文
テ
ス

ト
な
ど
。
さ
ら
に
、
表
現
力
育
成
の
た

め
、
毎
回
３
分
間
と
っ
て
、
英
問
英
答

で
英
作
文
を
作
ら
せ
て
い
ま
す
。
あ
る

程
度
た
ま
っ
た
ら
、
回
収
し
て
Ａ
Ｌ
Ｔ

が
添
削
し
て
返
却
。
さ
ら
に
た
ま
っ
た

ら
、
長
文
に
仕
上
げ
て
提
出
さ
せ
、
Ａ

Ｌ
Ｔ
が
添
削
し
て
返
し
て
い
ま
す
。

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
は

１
年
生
か
ら
少
し
ず
つ

読
解
力
と
表
現
力
を
総
合
的
に
育
成

定
期
テ
ス
ト
で
活
用
の
問
題
を
出
題

「
活
用
」
の
力
を
育
成
す
る
た
め
に

　
活
用
問
題
を
解
く
た
め
の
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
は
、

短
期
間
で
は
身
に
付
き
に
く
い
。
そ
の
た
め
、
調
査
で
お
聞

き
し
た
学
校
で
は
、
１
年
生
の
段
階
か
ら
徐
々
に
、
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
が
身
に
付
く
よ
う
な
取
り
組
み
・
工
夫
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。

　「
活
用
」
の
力
を
問
う
問
題
で
は
、
い
ず
れ
の
教
科
で
も
、

資
料
や
問
題
文
、
題
材
文
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け

で
は
不
十
分
で
、
そ
こ
か
ら
考
え
て
、
さ
ら
に
表
現
す
る
に

至
る
ま
で
の
総
合
力
が
求
め
ら
れ
る
。
教
科
書
に
な
い
資
料

や
文
章
な
ど
に
触
れ
、
読
み
取
る
機
会
を
増
や
し
な
が
ら
、

こ
ま
め
に
表
現
さ
せ
る
こ
と
を
積
み
重
ね
る
工
夫
が
必
要
と

な
る
。

　
活
用
力
を
育
成
す
る
た
め
、
前
述
の
よ
う
に
授
業
内
で
意

識
的
に
活
用
力
を
育
て
る
取
り
組
み
を
す
る
だ
け
で
な
く
、

定
期
テ
ス
ト
で
も
活
用
の
問
題
を
出
題
す
る
学
校
も
多
い
。

　
調
査
の
中
で
、
実
践
校
の
先
生
方
が
今
後
の
課
題
と
感
じ

ら
れ
て
い
る
こ
と
と
し
て
主
に
２
点
聞
か
れ
た
。
一
つ
は
、

「
活
用
」
の
問
題
の
ネ
タ
・
テ
ー
マ
・
資
料
探
し
の
大
変
さ

で
あ
る
。
生
徒
に
と
っ
て
身
近
で
、
な
お
か
つ
学
ん
だ
内
容

を
適
切
に
「
活
用
」
で
き
る
よ
う
な
設
定
で
の
問
題
作
成
に

は
多
く
の
時
間
を
取
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。そ
し
て
、

二
つ
め
は
、
苦
手
な
生
徒
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
指
導
し
て

い
く
か
で
あ
る
。
あ
る
学
校
で
は
、
普
段
の
授
業
か
ら
学
び

合
い
の
時
間
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
生
徒
同
士

の
教
え
合
い
が
行
わ
れ
や
す
い
土
壌
づ
く
り
を
し
て
い
る
そ

う
で
あ
る
。

　
引
き
続
き
、
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
学
力
の
育
成
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
情
報
収
集
を
続
け
た
い
。

１
年
国
語

ご
担
当
先
生

１
年

ご
担
当
先
生

３
年
国
語

ご
担
当
先
生

３
年

ご
担
当
先
生

３
年
英
語

ご
担
当
先
生
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新
刊

考える力が身につく活用問題

思考のレッスン
国語・社会・数学・理科・英語
1・2年　各 8回※
※社会 1年のみ 9回

表面（入門）は , 活用問題の考え方・技能がわかる問題構成！
裏面（練習）は , 表面でつかんだ考え方・技能を使って実戦的な活用問題が解ける！

表：考え方のキホン→裏：実戦的な練習問題で，
活用力が身につく！ 「活用ポイント」で身につく「活用力」が一目瞭然！

▲国語1年第7回 問題(裏面)

▲社会1年第２回 手引き(表面)

【問題 表面】活用問題の考え方の道筋がわかる表面！

【問題 裏面】表面でつかんだことを活かせる裏面！

答え合わせしやすい
手引き！

▲国語1年第7回 問題(表面)

全国学力調査動向

進学教材 編

「新研究」学習と「活用」の問題演習で，入試の変化に対応

CONTENTS

新学社の教育情報誌

16vol.

アットシング

AI時代に求められるリーディングスキルの向上を目指して

1

13

〔 連 載 〕

【国語】

【数学】

【英語】

教材活用講座 第6回 

17

14

15

16

7

※表紙,紙面デザインは製作中のものですので,変更の可能性があります。

「活用問題」に段階を踏んで取り組むこと
ができるバラプリント教材です！

活用ポイント例

国語

社会

数学

理科

英語

・情報の扱い方を身につけよう
・根拠を明確にして書こう　

・自然環境は農業にどのように
   関係するのか説明しよう

・緊急地震速報のしくみをもと
に，避難方法を考えよう

・必要な情報を読み取る
・話の流れをつかむ

・文字式を使って計算のしくみ
を説明しよう

など

▲社会1年第２回 手引き(表面)

答え合わせしやすい
手引き！

理科

英語

・緊急地震速報のしくみをもと
に，避難方法を考えよう

・必要な情報を読み取る
・話の流れをつかむ

など

【埼玉県戸田市教育委員会】

「すべて」の生徒たちが３年間楽しく過ごせる学校を
【東京都世田谷区立桜丘中学校】

変わる学校　変わる教育
〔 特 集 〕

▲国語1年第7回 問題(表面)

本誌と同一紙面

記述問題には
詳しい採点基準！

特
長

特
長



数学の
問題ノート

次号も，すぐに役立つ最新教育情報を満載してお届けします！

特集 入試の変化と
最新高校入試情報など
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連載

株式会社新学社
新学社の教育情報誌 公益財団法人

日本教材文化研究財団

発行：

協力：

16vol.

変わる学校
変わる教育
変わる学校
変わる教育
変わる学校
変わる教育

アットシング

の問題演習で，入試の変化に対応の問題演習で，入試の変化に対応の問題演習で，入試の変化に対応

連載

教材活用講座

全ての教材で移行措置完全対応！

新学社のワークブックで
授業の振り返りを効果的に！
国語 社会 数学

理科 英語

新・基礎の学習
国語

社会の自主学習社会の自主学習

理科の自主学習 ジョイフルワーク

スパイラル式
パターン演習

数学の基本ノート

●ワークとプリントをセット
　にしたシステム教材！
●持ち運びや管理に便利な
　前期・後期の２分冊方式！

数問ノート
システマ

理科の自主学習

基礎の学習
理科

理科ノート

西郷孝彦校長先生に
お聞きしました！

「すべて」の生徒たちが
３年間楽しく過ごせる学校を

【埼玉県戸田市教育委員会】

【東京都世田谷区立桜丘中学校】

AI時代に求められる
リーディングスキルの

向上を目指して

「すべて」の生徒たちが
３年間楽しく過ごせる学校を

【埼玉県戸田市教育委員会】

【東京都世田谷区立桜丘中学校】

AI時代に求められる
リーディングスキルの

向上を目指して

「すべて」の生徒たちが
３年間楽しく過ごせる学校を

【埼玉県戸田市教育委員会】

【東京都世田谷区立桜丘中学校】

AI時代に求められる
リーディングスキルの

向上を目指して

大好評！

で，

に！

大好評！
プリント作成システム

働き方改革もお助け！


